
相相
続続
税税
のの
農農
地地
のの

納納
税税
猶猶
予予
のの
概概
要要

農農地地のの納納税税猶猶予予ににつついいてて
――制制度度のの基基本本的的理理解解とと自自社社株株納納税税猶猶予予ととのの若若干干のの比比較較――

はは
じじ
めめ
にに

平
成
２０
年
度
自
民
党
税
制
改

正
大
綱
に
お
い
て
も
記
述
さ
れ

た
、
自
社
株
の
納
税
猶
予
制
度

が
話
題
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の

新
制
度
は
、
平
成
２０
年
１０
月
に

施
行
予
定
で
あ
る
「
中
小
企
業

に
お
け
る
経
営
の
承
継
の
円
滑

化
に
関
す
る
法
律
」（
以
下
、

「
経
営
承
継
円
滑
化
法
」
と
い

う
。
）
と
共
に
、
中
小
企
業
の
事

業
承
継
に
大
き
な
変
化
を
も
た

ら
す
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

今
回
は
、
自
社
株
の
納
税
猶

予
制
度
に
先
立
っ
て
、
農
地
の

納
税
猶
予
制
度
の
概
要
を
述
べ

る
と
と
も
に
、「
経
営
承
継
円

滑
化
法
」
の
概
要
に
つ
い
て
、

検
討
す
る
。

ⅠⅠ
（
１
）
概
要

農
業
を
営
ん
で
い
た
被
相
続

人
か
ら
、
相
続
ま
た
は
遺
贈
に

よ
り
相
続
人
が
農
地
等
を
取
得

し
た
場
合
に
は
、
一
定
の
要
件

の
下
に
、
特
例
農
地
等
（
相
続

税
の
納
税
猶
予
の
適
用
を
受
け

る
農
地
等
を
い
う
。
）
の
価
額

の
う
ち
、
農
業
投
資
価
格
を
超

え
る
部
分
に
対
応
す
る
相
続
税

額
が
猶
予
さ
れ
る
。

農
業
を
営
ん
で
い
た
個
人
が

死
亡
し
た
場
合
、
相
続
税
の
申

告
期
限
ま
で
に
農
業
経
営
を
す

る
農
業
相
続
人
が
、
そ
の
農
地

等
を
取
得
す
る
必
要
が
あ
る
。

農
業
相
続
人
に
は
年
齢
制
限
は

な
く
、
農
業
に
従
事
す
る
相
続

人
で
あ
れ
ば
誰
で
も
可
能
で
あ

る
。
そ
の
農
業
相
続
人
が
学
生

等
で
農
業
に
従
事
で
き
な
い
場

合
に
は
、
農
業
相
続
人
が
農
業

に
従
事
で
き
る
ま
で
の
期
間

は
、
代
理
の
者
が
農
業
に
従
事

す
れ
ば
納
税
猶
予
の
要
件
を
満

た
す
。

農
地
等
の
納
税
猶
予
を
受
け

る
た
め
に
は
、
相
続
税
の
期
限

内
申
告
書
を
提
出
し
、
併
せ
て

猶
予
を
受
け
る
相
続
税
額
に
相

当
す
る
担
保
を
提
供
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
納
税
猶

予
を
受
け
て
い
る
期
間
は
、
３

年
ご
と
に
納
税
猶
予
の
継
続
届

出
書
を
納
税
地
の
所
轄
税
務
署

長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
２
）
納
税
猶
予
額
の
免
除

納
税
猶
予
を
受
け
て
い
る
農

業
相
続
人
に
つ
い
て
、
以
下
に

掲
げ
る
納
税
猶
予
期
限
が
到
来

し
、
免
除
届
出
書
を
税
務
署
長

に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
相

続
税
の
納
税
猶
予
額
は
免
除
さ

れ
る
。

�
平
成
４
年
１
月
１
日
以
後
に

開
始
し
た
相
続
の
場
合

（
イ
）
特
例
農
地
等
の
う
ち

に
、
都
市
営
農
農
地
等
が
含
ま

れ
て
い
る
場
合
に
は
、
次
の
う

ち
い
ず
れ
か
早
い
日

（
ａ
）
農
業
相
続
人
の
死
亡
の

日（
ｂ
）
農
業
相
続
人
が
特
例
農

地
等
の
全
部
を
農
業
後
継
者
に

一
括
贈
与
し
た
場
合
に
は
、
そ

の
贈
与
の
日

（
ロ
）
特
例
農
地
等
の
う
ち
に

都
市
営
農
農
地
等
が
含
ま
れ
て

い
な
い
場
合
に
は
、
次
の
う
ち

い
ず
れ
か
早
い
日

（
ａ
）
農
業
相
続
人
の
死
亡
の

日（
ｂ
）
納
税
猶
予
に
係
る
相
続

税
の
申
告
期
限
の
翌
日
か
ら
２０

年
間
農
業
経
営
を
継
続
し
た
場

合
に
は
、
そ
の
２０
年
を
経
過
す

る
日

（
ｃ
）
農
業
相
続
人
が
特
例
農

地
等
の
全
部
を
農
業
後
継
者
に

一
括
贈
与
し
た
場
合
に
は
、
そ

の
贈
与
の
日

�
平
成
３
年
１２
月
３１
日
以
前
に

開
始
し
た
相
続
の
場
合

（
イ
）
農
業
相
続
人
の
死
亡
の

日（
ロ
）
納
税
猶
予
に
係
る
相
続

税
の
申
告
期
限
の
翌
日
か
ら
２０

年
間
農
業
経
営
を
継
続
し
た
場

合
に
は
、
そ
の
２０
年
を
経
過
す

る
日

（
ハ
）
農
業
相
続
人
が
特
例
農

地
等
の
全
部
を
農
業
後
継
者
に

一
括
贈
与
し
た
場
合
に
は
、
そ

の
贈
与
の
日

（
３
）
納
税
猶
予
の
打
ち
切
り

納
税
猶
予
を
受
け
た
相
続
税

に
つ
い
て
、
免
除
の
要
件
に
該

当
す
る
前
に
、
農
業
相
続
人
が

農
業
を
廃
止
し
た
り
特
例
農
地

等
を
譲
渡
し
た
場
合
に
は
、
納

税
猶
予
は
打
ち
切
ら
れ
、
猶
予

を
受
け
て
い
た
相
続
税
額
を
納

付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
際
、
猶
予
を
受
け
て
い
た
相

続
税
額
の
納
税
と
併
せ
て
、
利

子
税
も
納
付
す
る
必
要
が
あ

る
。納

税
猶
予
の
打
ち
切
り
に

は
、
全
部
打
ち
切
り
と
一
部
打

ち
切
り
が
あ
る
。

�
全
部
打
ち
切
り
の
場
合

全
部
打
ち
切
り
の
要
件
は
、

以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
イ
）
特
例
農
地
等
に
つ
い

て
、
２０
％
超
の
地
積
を
譲
渡
し

た
場
合

（
ロ
）
農
業
相
続
人
が
農
業
を

廃
止
し
た
場
合

（
ハ
）
農
業
相
続
人
が
農
業
後

継
者
に
特
例
農
地
等
の
一
部
を

贈
与
し
た
場
合
、
贈
与
さ
れ
な

か
っ
た
特
例
農
地
等
の
価
額
に

対
応
す
る
部
分

（
ニ
）
継
続
届
出
書
の
提
出
が

な
か
っ
た
場
合

（
ホ
）
増
担
保
、
担
保
変
更
の

命
令
に
応
じ
な
い
場
合

�
一
部
打
ち
切
り
の
場
合

一
部
打
ち
切
り
の
要
件
は
、

以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
イ
）
特
例
農
地
等
に
つ
い
て

収
用
交
換
等
に
よ
る
譲
渡
が
あ

っ
た
場
合

（
ロ
）
特
例
農
地
等
に
つ
い
て

２０
％
以
下
の
地
積
を
譲
渡
し
た

場
合

（
ハ
）
納
税
猶
予
を
受
け
た
準

農
地
の
う
ち
申
告
書
の
提
出
期

限
後
１０
年
を
経
過
す
る
日
に
お

い
て
農
業
の
用
に
供
さ
れ
て
い

な
い
も
の
が
あ
る
場
合

（
ニ
）
特
例
農
地
等
に
つ
い
て

生
産
緑
地
法
等
の
規
定
に
よ
り

買
取
の
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合

ⅡⅡ
「「
経経
営営
承承
継継
円円
滑滑
化化
法法
」」とと
のの
比比
較較

（
１
）
「
経

営

承

継

円

滑

化

法
」
の
概
要

経
営
承
継
円
滑
化
法
に
お
い

て
は
、
自
社
株
を
遺
留
分
の
対

象
か
ら
外
す
た
め
の
民
法
の
特

例
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

現
行
の
遺
留
分
制
度
で
は
、
後

継
者
へ
事
業
用
資
産
を
集
中
的

に
渡
そ
う
と
し
て
も
、
遺
留
分

の
減
殺
請
求
を
お
こ
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
る
た
め
、
そ
れ
な
り

の
制
約
が
あ
る
。
し
か
し
、
自

社
株
が
遺
留
分
の
対
象
か
ら
外

れ
れ
ば
、
後
継
者
に
あ
ら
か
じ

め
自
社
株
を
含
む
事
業
用
資
産

を
集
中
的
に
渡
し
た
と
し
て

も
、
後
継
者
以
外
の
相
続
人
の

遺
留
分
を
侵
害
す
る
こ
と
は
な

い
。
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
自
社
株

を
後
継
者
へ
譲
り
渡
す
こ
と
が

で
き
る
。

こ
の
遺
留
分
に
つ
い
て
の
特

例
を
適
用
す
る
場
合
に
は
、
推

定
相
続
人
の
全
員
の
合
意
が
必

要
に
な
る
。
こ
の
合
意
か
ら
１

ヶ
月
以
内
に
経
済
産
業
大
臣
に

対
す
る
確
認
申
請
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
経
済

産
業
大
臣
に
よ
る
確
認
後
１
ヶ

月
以
内
に
、
家
庭
裁
判
所
に
対

す
る
許
可
申
立
て
を
行
う
。
家

庭
裁
判
所
か
ら
許
可
が
下
り

て
、
は
じ
め
て
遺
留
分
の
特
例

の
効
力
が
発
生
す
る
。

（
２
）
自
社
株
の
相
続
税
額
の

納
税
猶
予
制
度
に
つ
い
て

自
社
株
の
相
続
税
の
納
税
猶

予
制
度
に
つ
い
て
は
、
平
成
２１

年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
創
設

さ
れ
る
た
め
、
詳
細
は
不
明
で

あ
る
が
、
改
正
の
方
向
性
は
公

表
さ
れ
て
い
る
。

中
小
企
業
に
お
い
て
、
会
社

の
代
表
者
・
筆
頭
株
主
で
あ
る

者
（
過
去
に
代
表
者
・
筆
頭
株

主
で
あ
っ
た
者
を
含
む
）
か
ら

後
継
者
へ
自
社
株
が
相
続
さ
れ

る
場
合
に
は
、
一
定
の
要
件
を

満
た
せ
ば
、
そ
の
相
続
で
取
得

す
る
自
社
株
の
８０
％
に
相
当
す

る
相
続
税
の
納
税
が
猶
予
さ
れ

る
。
自
社
株
の
納
税
猶
予
を
受

け
る
た
め
に
は
、
後
継
者
は
、

相
続
後
５
年
の
間
代
表
者
の
地

位
に
と
ど
ま
り
、
雇
用
の
８
割

以
上
を
維
持
し
、
相
続
し
た
自

社
株
を
継
続
保
有
す
る
必
要
が

あ
る
。
こ
の
５
年
間
は
、
要
件

を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
、

経
済
産
業
大
臣
の
チ
ェ
ッ
ク
を

受
け
る
。
な
お
、
後
継
者
が
５

年
を
超
え
て
死
亡
の
時
ま
で
、

そ
の
自
社
株
を
保
有
し
続
け
た

場
合
そ
の
他
一
定
の
場
合
に

は
、
猶
予
さ
れ
た
税
額
が
免
除

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

（
３
）
農
地
の
納
税
猶
予
と
の

比
較農

地
の
納
税
猶
予
に
お
い
て

は
、
農
業
後
継
者
で
あ
る
農
業

相
続
人
は
、
農
業
委
員
会
か
ら

「
適
格
者
証
明
書
」
を
発
効
し

て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
農
業
委
員
会
は
、
適
格
者

証
明
書
の
発
行
前
に
現
況
調
査

な
ど
を
行
い
、
農
業
相
続
人
が

被
相
続
人
の
農
業
を
引
き
継
ぐ

こ
と
を
確
認
す
る
。
こ
の
適
格

者
証
明
は
相
続
発
生
後
に
調
査

及
び
発
行
さ
れ
る
書
類
で
あ

る
。経

営
承
継
円
滑
化
法
に
お
け

る
自
社
株
は
、
相
続
開
始
前
に

後
継
者
を
定
め
て
、
諸
々
の
手

続
き
を
と
る
必
要
が
あ
る
が
、

農
地
の
納
税
猶
予
は
、
相
続
開

始
後
に
農
業
相
続
人
を
定
め
て

も
問
題
な
い
。

ま
た
、
農
地
の
納
税
猶
予

は
、
累
積
で
２０
％
を
超
え
る
地

積
を
譲
渡
し
た
場
合
に
は
、
原

則
と
し
て
納
税
猶
予
は
全
部
打

ち
切
り
と
な
る
。
一
方
の
自
社

株
の
納
税
猶
予
の
場
合
、
取
得

し
た
自
社
株
を
５
年
間
は
継
続

し
て
保
有
し
続
け
る
必
要
が
あ

る
。
し
か
し
、
そ
の
後
部
分
譲

渡
し
た
場
合
は
、
譲
渡
し
た
部

分
の
納
税
猶
予
は
解
除
さ
れ
る

だ
け
で
、
２０
％
を
超
え
て
の
譲

渡
で
あ
っ
て
も
、
全
部
打
ち
切

り
と
な
る
こ
と
は
な
い
よ
う

だ
。相

続
税
額
の
計
算
に
お
い
て

も
相
違
点
が
あ
る
。
自
社
株

は
、
財
産
評
価
基
本
通
達
に
基

づ
い
た
評
価
額
に
対
応
す
る
相

続
税
額
の
８０
％
相
当
額
が
猶
予

さ
れ
る
。
農
地
の
納
税
猶
予
の

場
合
は
、
評
価
額
と
農
業
投
資

価
格
と
の
差
額
に
相
当
す
る
相

続
税
額
の
納
税
が
猶
予
さ
れ

る
。こ

の
よ
う
に
、
両
者
と
も

「
納
税
猶
予
」
制
度
だ
が
、
手

続
き
面
か
ら
見
て
も
違
い
が
あ

る
。
今
後
公
表
さ
れ
る
詳
細
に

注
目
し
た
い
。

ささ
いい
ごご
にに

平
成
２１
年
度
税
制
改
正
に
お

い
て
、
相
続
税
の
改
正
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。
流
れ
か
ら
す
る

と
、
遺
産
取
得
課
税
方
式
へ
改

正
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
決
ま
り

だ
ろ
う
。
現
行
の
相
続
税
額
の

計
算
方
法
で
は
、
納
税
猶
予
を

適
用
す
る
と
納
税
猶
予
の
対
象

者
で
あ
る
後
継
者
以
外
の
税
額

も
下
が
る
こ
と
に
な
る
。
遺
産

取
得
課
税
方
式
へ
改
正
さ
れ
る

と
、
納
税
猶
予
の
恩
恵
は
後
継

者
の
み
が
受
け
る
こ
と
が
で

き
、
税
額
を
下
げ
た
く
な
い
と

い
う
思
惑
が
見
え
隠
れ
す
る
。

遺
産
取
得
課
税
方
式
へ
の
変

更
に
お
い
て
も
、
相
続
税
は
超

過
累
進
税
率
で
課
税
さ
れ
る
と

考
え
る
と
、
も
っ
と
も
相
続
税

を
安
く
す
る
の
は
、
均
等
に
分

割
す
る
方
法
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
こ
に
大
き
な
問

題
が
あ
る
。

日
本
に
は
古
く
か
ら
「
家

（
い
え
）
」
の
制
度
が
あ
る
。

こ
の
「
家
」
は
相
続
人
の
う
ち

の
、
後
継
者
が
引
き
継
ぐ
べ
き

も
の
で
あ
る
。
家
の
財
産
は
、

自
宅
の
土
地
建
物
で
あ
っ
た

り
、
先
祖
代
々
の
墓
で
あ
っ
た

り
、
い
っ
た
ん
家
の
外
に
出
た

人
間
が
帰
省
す
る
た
め
の
場
所

で
あ
る
。
家
の
財
産
を
守
ら
な

い
と
「
家
」
そ
の
も
の
が
崩
壊

し
て
し
ま
う
。「
家
」
を
守
る

た
め
に
は
、
相
続
財
産
が
特
定

の
相
続
人
（
後
継
者
）
に
あ
る

程
度
は
偏
る
よ
う
な
遺
産
分
割

も
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

昭
和
３２
年
の
民
法
改
正
の
折

り
、
家
督
相
続
か
ら
均
分
相
続

へ
改
正
さ
れ
た
後
も
、
地
主
を

中
心
と
す
る
日
本
人
の
多
く
は

「
家
」
の
概
念
が
根
底
に
残
っ

て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

今
回
の
事
業
承
継
税
制
の
改

正
に
よ
り
、「
相
続
税
を
安
く

す
る
た
め
に
は
、
相
続
人
が
均

等
に
相
続
し
た
方
が
よ
い
の

だ
」
と
い
う
金
科
玉
条
を
与
え

て
し
ま
う
こ
と
に
な
ら
な
い

か
、
と
懸
念
す
る
。

今
回
の
改
正
は
、
単
に
自
社

株
の
納
税
猶
予
制
度
と
い
う
民

法
の
特
別
法
の
改
正
や
相
続
税

の
課
税
方
式
の
改
正
に
と
ど
ま

ら
ず
、「
家
」
の
崩
壊
に
つ
な

が
り
か
ね
な
い
。
親
の
介
護
を

誰
が
行
う
の
か
、
墓
は
誰
が
守

る
の
か
。
日
本
人
の
根
底
の
考

え
方
ま
で
変
え
て
し
ま
う
よ
う

な
改
正
に
つ
な
が
っ
て
ほ
し
く

な
い
、
と
切
に
願
う
。

柴原 一［四谷］

日
本
税
務
会
計
学
会

平
成
２０
年
４
月
月
次
研
究
会
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